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島根原子力発電所は，島根県松江市鹿島町に立地した当社で唯一の原子力発電

所です。昭和 49年３月に島根原子力発電所１号機（46万 kW）が営業運転を開始

し，その後平成元年２月に島根原子力発電所２号機（82万 kW）が営業運転を開

始したことにより総発電設備容量 128万 kWの原子力発電所となり，島根１号機

運転開始以降 39年が経過しています。 

新たに増設中である島根原子力発電所３号機（137.3万 kW）については平成

17年 12月に着工し，建設工事もほぼ完了しており，燃料装荷を待っている状態

です。 

 
島根１号機は，我が国６番目，沸騰水型原子炉（以下「ＢＷＲ」という。）で

３番目のプラントであり，建設に当たり我が国で初めて国内メーカを主契約者と

し，大幅に国産品を採用したことから，国産第一号機と位置付けられています。 

また，原子炉の型式はＢＷＲ３（非常用炉心冷却系の構成はＢＷＲ４），原子

炉格納容器の型式はマークⅠ型（フラスコ型）の原子力発電設備です。  
島根１号機の設計，建設，試運転に際しては，先行機を参考に設備の追加・改

良を行うとともに，営業運転開始から今日に至る運転段階を通じて，１号機の運

転経験はもとより，国内外原子力発電所の運転経験および事故・故障等の事例を

参考にして，運転管理方法の改善，設備改善等に適切に反映し，安全・安定運転

に努めてきました。  
 
平成 18年 10月に当社俣野川発電所土用ダムの測定値改ざん問題が発覚し，発

電設備については原子力・火力・水力発電設備に関してデータの改ざん，法令上

の手続き不備などの有無およびこれらの不適切な事案により設備の健全性が損

なわれていないことを確認する総点検を実施しました。 

総点検の結果，計 81事案（うち，原子力発電設備 29事案）の不適切事案が判

明し，再発防止対策として企業経営のあり方，企業風土や社員意識などに根ざす

潜在的な課題への対応も含めた全社的・抜本的な改革に取り組んできました。 

しかしながら，平成 22年１月に島根１，２号機の設備・機器について，自ら定め

た「点検計画表」どおりに点検が実施されておらず，点検時期を超過している機器

が確認された「島根原子力発電所 点検不備に係る問題」が発覚しました。当社は

この問題を厳粛に受け止め，運転中の島根１号機を停止する必要があると判断し，

平成 22年３月 30日に国へ報告するとともに，平成 22年３月 31日に島根１号機

を手動停止し，定期検査で停止中の島根２号機の設備と合わせて点検および調査
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を徹底的に実施することとしました。 

当社は点検不備に係る経緯・事実の調査，原因究明，再発防止対策の検討，点

検が適切に行われていない箇所を早急に点検する総点検を実施し，このような不

祥事を二度と起こさないため，また，失った信頼を回復するため，再発防止対策

を策定し，実施しており，今後も引続き安全を最優先する意識を徹底させ，安

全・品質の向上に努めていくとともに，オープンな企業風土を作り，地域や社

会の皆様から信頼いただける発電所を目指し，努力して参ります。 

 
平成 19年７月に発生した新潟県中越沖地震を踏まえた対応として，経済産業

省の指示文書「平成 19年新潟県中越沖地震を踏まえた対応について（指示）」（平

成 19・07・20原第１号）に基づき，島根原子力発電所における「自衛消防体

制の強化」および「迅速かつ厳格な事故報告体制の構築」に係る対策を実施

するとともに，耐震上の新知見に基づく耐震安全性評価および耐震補強工事

を実施しています。  
一方，平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による津波に起因

する東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故（以下，「福島第一原子力発電

所事故」という。）を踏まえた対応として，経済産業大臣からの指示文書「平成

23年福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた他の原子力発電所の緊急安全対

策の実施について（指示）」（平成23・03・28原第７号）に基づき，島根１号機

においても津波により３つの機能（交流電源を供給する全ての設備の機能，海水

を使用して原子炉施設を冷却する全ての設備の機能および使用済燃料プールを

冷却する全ての設備の機能）を喪失したとしても，炉心損傷および使用済燃料の

損傷を防止し，放射性物質の放出を抑制しつつ，原子炉施設の冷却機能回復を図

るための緊急安全対策を策定し，実施しました。 

また，経済産業大臣からの指示文書「平成23年福島第一原子力発電所事故を

踏まえた他の発電所におけるシビアクシデントへの対応に関する措置の実施に

ついて」（平成23・06・07原第２号）に基づき，島根１号機において万一シビア

クシデントが発生した場合でも迅速に対応できるようにするためのシビアクシ

デント対策を実施しました。 

当社は緊急時対応の更なる信頼性向上を図るため，既設設備の強化や新たな

知見を踏まえた設備の設置等の対策についても合わせて策定し，現在，対応を継

続中です。 

 
平成 23年３月に発生した福島第一原子力発電所事故の教訓に学び，二度とこ

のような事故を起こさず，我が国の原子力規制組織に対する国内外の信頼回復を
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図り，国民の安全を最優先に原子力の安全管理を立て直し，真の安全文化を確立

すべく，平成 24年９月に原子力規制委員会が設置されました。 

同委員会においては，「核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法

律」に基づき，福島第一原子力発電所事故の教訓や最新の技術的知見，海外の規

制動向等を踏まえ，「設計基準およびシビアクシデント対策」および「地震およ

び津波に対する設計基準」に関して，有識者を含めた検討チームによる検討がな

され，平成 25年７月に新たな規制として新規制基準が策定されました。 

当社においても上記新規制基準について，今後，適切に反映検討を行って参

ります。  
 
 今回の島根１号機定期安全レビュー報告は，前回報告（平成 15年 12月に公開）

以来３回目となり，前回報告後も，保安活動に係る自主的に行った改善項目，

内部評価および外部評価に対する改善項目を継続して行うとともに，国内外原

子力発電所の運転経験や最新の技術的知見等を，適宜プラントの運転や保全活

動に反映してきたことを確認しました。  
 今後もこのような活動を続けていくことにより，島根原子力発電所の安全・安

定運転を継続していくとともに，日々の着実な運転管理・保守管理等に基づき協

力会社と一体となって設備の健全性確保に努め，これまでの運転経験や技術力を

確実に次の世代に引き継いで行きつつ，「発電所の透明性を高め，協力会社と一

体感のある職場と開かれた発電所づくり」を目指し，努力して参ります。  
 
 
 

平 成 25年 10月 
中国電力株式会社  
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